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議
案
第
11
号

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
５
，

９
０
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
１
億
３
，１
９
７
万
円
と
す

る
。

○
主
な
補
正

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
基
金

　

積
立
事
業

�

２
億
３
，７
３
７
万
円

　

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及

事
業(

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

５
月
～
９
月
）

�

１
，８
０
５
万
円

　

�

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対

す
る
臨
時
特
別
給
付
金

�

１
億
３
，８
９
３
万
円

　

�

と
き
が
わ
町
ｗ
ⅰ
ｔ
ｈ
コ
ロ

ナ
対
応
応
援
商
品
券
発
行
事

業�

５
，８
９
９
万
円

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
普
及
事
業

を
具
体
的
に
。

答　

カ
ー
ド
取
得
者
１
人
当
た

り
三
千
円
の
地
域
商
品
券
を
交

付
。
既
取
得
者
の
方
に
は
直
接

商
品
券
を
送
付
し
、
新
規
の
方

に
は
カ
ー
ド
と
一
緒
に
商
品
券

議
案
第
14
号

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
，６
０

８
万
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
11
億

４
，７
１
１
万
円
と
す
る
。

○
主
な
歳
入

　

介
護
給
付
費
負
担
金
（
国
）

�

△
１
，４
６
９
万
円

　

支
払
基
金
交
付
金

�

△
１
，９
５
６
万
円

　

介
護
給
付
費
負
担
金
（
県
）

�

△
１
，４
４
２
万
円

○
主
な
歳
出

　

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

�

△
３
，６
７
４
万
円

　

一
般
介
護
予
防
事
業
費

�

△
９
３
９
万
円

問　

介
護
職
の
給
与
の
一
律
月

額
九
千
円
の
引
き
上
げ
が
国
の

補
正
予
算
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
は
ど
う
か
。

答　

現
在
の
状
況
で
は
、
町
独

自
の
上
乗
せ
に
つ
い
て
検
討
は

し
て
い
な
い
。

議
案
第
12
号

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
，５
５

０
万
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
15
億

１
，９
９
６
万
円
と
す
る
。

○
主
な
歳
入

　

国
民
健
康
保
険
税

�

２
，３
７
６
万
円

　

保
険
給
付
費
等
交
付
金

�

△
１
億
５
，８
１
２
万
円

　

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

�

４
，７
８
９
万
円

○
主
な
歳
出

　

療
養
給
付
費

�

△
６
，７
３
４
万
円

　

高
額
療
養
費

�

△
１
，９
５
４
万
円

問　

特
定
健
診
率
の
低
下
が
み

ら
れ
る
が
考
え
を
伺
い
た
い
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に

伴
う
影
響
が
あ
り
、
健
診
率
低

下
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

問　

財
政
調
整
基
金
の
繰
入
も

あ
る
の
で
、
均
等
割
や
医
療
費

分
の
所
得
割
を
元
に
戻
し
た
ら

議
案
第
３
号

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
及
び

管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

町
民
の
生
命
及
び
財
産
の
保

護
、
豊
か
な
自
然
環
境
及
び
良

好
な
景
観
の
形
成
並
び
に
生
活

環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
の
条

例
を
制
定
。

問　

業
者
に
と
っ
て
は
大
変
厳

し
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
検
討

は
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

こ
の
条
例
は
あ
く
ま
で
野

立
て
の
太
陽
光
の
み
適
用
と
な

る
。
屋
根
へ
の
設
置
や
従
来
の

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
方
向

は
変
わ
ら
な
い
。

問　

条
例
の
中
に
事
業
者
は
撤

去
費
用
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
あ
る
が
、
１
台
ど
の

位
か
か
る
の
か
。

答　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
試

算
で
は
、
２
０
２
１
年
に
設
置

し
た
も
の
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た

り
１
万
円
。

問　

こ
の
条
例
の
中
に
「
地
域

住
民
等
」
の
文
言
が
多
く
あ
る

を
渡
す
。
健
康
保
険
証
と
し
て

の
利
用
申
込
み
や
公
金
受
取
口

座
の
ひ
も
付
け
に
対
し
て
は
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
。

問　

顧
問
弁
護
士
委
託
料
２
０

０
万
円
減
だ
が
五
明
地
滑
り
と

や
す
ら
ぎ
の
家
の
件
は
。

答　

五
明
は
一
審
が
終
結
し
て

い
な
い
の
で
費
用
負
担
が
発
生

せ
ず
減
額
補
正
。
や
す
ら
ぎ
の

家
は
訴
状
を
相
手
側
に
送
付
し

た
と
こ
ろ
。

問　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
基

金
積
立
は
、
今
後
の
積
立
と
計

画
は
。

答　

５
億
円
程
度
の
目
標
だ
っ

た
が
総
合
管
理
計
画
の
改
定
に

よ
り
10
億
か
ら
11
億
ぐ
ら
い
が

目
標
。

問　

電
気
バ
ス
の
補
助
金
額
は
。

答　

３
，７
９
７
万
円
。

問　

バ
ス
路
線
確
保
対
策
費
補

助
金
を
デ
マ
ン
ド
交
通
確
保
対

策
費
補
助
金
に
い
く
ら
流
用
し

た
の
か
。

答　

７
３
４
万
円
流
用
。

問　

突
発
的
な
支
出
が
発
生
し

た
こ
と
に
よ
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助
金
と
は
。

答　

作
業
中
の
事
故
で
裁
判
等

議
案
第
15
号

浄
化
槽
設
置
管
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算(

第
３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
，４
２

９
万
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

２
，１
２
２
万
円
と
す
る
。

○
主
な
歳
入

　

設
置
整
備
事
業
費
補
助
金

�

△
３
，０
２
２
万
円

　

下
水
道
事
業
債

�

△
２
，０
３
０
万
円

○
主
な
歳
出

　

浄
化
槽
整
備
費

�

△
５
，９
３
７
万
円

議
案
第
16
号

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　

収
益
的
収
入
の
予
定
額
に
９

１
３
万
円
を
増
額
し
て
、
３
億

４
，１
４
９
万
円
、
支
出
の
予

定
額
か
ら
２
万
円
を
減
額
し
て
、

３
億
１
，３
４
３
万
円
と
す
る
。

　

資
本
的
収
入
の
予
定
額
に
81

万
円
を
増
額
し
て
、
１
億
１
，

５
５
５
万
円
、
支
出
の
予
定
額

か
ら
７
５
５
万
円
を
減
額
し
て
、

３
億
６
，０
６
８
万
円
と
す
る
。

ど
う
か
。

答　

国
保
財
源
は
、
保
険
基
盤

安
定
繰
入
金
や
特
別
交
付
金
を

も
っ
て
も
足
り
ず
、
財
政
調
整

基
金
を
取
り
崩
し
て
い
る
状
態

で
あ
る
。

議
案
第
13
号

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
８
２
万

円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
，

４
１
１
万
円
と
す
る
。

○
主
な
歳
入

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

�

△
３
３
７
万
円

○
主
な
歳
出

　

�

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金�

△
５
５
１
万
円

問　

10
月
以
降
２
割
化
の
動
き

が
あ
る
が
考
え
を
伺
う
。

答　

医
療
費
に
関
わ
る
動
き
は
、

そ
の
と
お
り
仕
方
な
い
こ
と
で

あ
る
。

が
、
地
域
住
民
等
の
定
義
は
。

答　
「
事
業
区
域
の
近
隣
に
居

住
し
て
い
る
者
、
も
し
く
は
、

近
隣
の
土
地
、
建
築
物
の
所
有

者
、
ま
た
は
管
理
者
及
び
占
有

者
と
事
業
区
域
に
関
係
す
る
行

政
区
の
代
表
者
、
そ
れ
と
、
発

電
事
業
に
伴
っ
て
生
活
環
境
に

一
定
の
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
町
長
が
認
め
る
者
」

と
定
義
す
る
。こ
れ
は
、規
則
で

定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問　

個
人
財
産
の
権
利
行
使
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　

財
産
権
の
侵
害
に
な
ら
な

い
よ
う
、
禁
止
区
域
で
な
く
町

全
体
を
抑
制
区
域
と
し
た
。
個

人
が
財
産
権
を
行
使
す
る
場
合
、

業
者
を
含
め
地
域
住
民
と
の
話

し
合
い
を
充
分
行
う
よ
う
条
例

に
明
記
し
た
。

議
案
第
４
号

関
口
茂
八
奨
学
事
業
特
別
会
計

条
例
等
の
一
部
を
改
正

　

奨
学
金
の
設
立
に
多
大
な
貢

献
の
あ
っ
た
関
口
茂
八
氏
の
遺

徳
に
町
と
し
て
改
め
て
敬
意
を

表
す
る
た
め
、
関
係
各
条
例
の

題
名
及
び
条
文
等
中
の
「
関
口

茂
八
」
を
「
関
口
茂
八
翁
」
と

す
る
も
の
。

議
案
第
５
号

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

　

健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
未
就
学
児
に
係
る
均
等

割
額
の
軽
減
措
置
を
行
う
た
め

の
改
正
。

問　

均
等
割
額
３
万
円
の
特
例

は
今
年
度
迄
で
来
年
度
か
ら
３

万
２
千
円
に
な
る
の
か
。

答　

３
万
２
千
円
に
な
る
。

に
か
か
っ
た
費
用
。

問　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

も
基
金
が
持
て
る
よ
う
働
き
か

け
は
。

答　

引
き
続
き
国
に
制
度
改
正

の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

問　

七
重
町
有
林
復
旧
整
備
の

森
林
環
境
譲
与
税
活
用
と
国
・

県
補
助
金
活
用
の
両
方
と
も
減

額
補
正
が
多
い
理
由
は
。

答　

植
栽
計
画
の
見
直
し
に
よ

る
も
の
。

問　

と
き
が
わ
町
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ

ロ
ナ
対
応
応
援
商
品
券
発
行
事

業
の
詳
細
は
。

答　

基
準
日
は
、
令
和
４
年
５

月
１
日
住
民
票
登
録
者
。
６
月

下
旬
ま
で
に
五
千
円
分
の
地
域

商
品
券
を
配
布
。
利
用
期
間
は

７
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
。

問　

玉
川
中
学
校
多
目
的
室
等

の
エ
ア
コ
ン
設
置
理
由
と
金
額

の
内
訳
に
つ
い
て
。

答　

利
用
頻
度
の
高
い
部
屋
で

配
管
系
統
上
、
階
下
の
理
科
室

も
含
め
て
施
工
。
施
工
後
は
、

避
難
所
と
し
て
も
利
用
可
。（
地

方
創
生
交
付
金
を
活
用
。）

令
和
３
年
度
　
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
３
年
度
　
特
別
会
計
等
補
正
予
算

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
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